
小児循環器専門医取得プログラム 

 

● 指導責任者 

脇 研自（小児循環器専門医） 

● 研修の概要 

小児循環器専門医資格を取得するために必要な疾患分野を幅広く経験します。修了時には、小児循

環器疾患の指導的立場となれる人材を育成することを目指しています。 

原則として、小児科専門医を取得した者が対象です。毎年 2名前後、採用する予定です。在籍期間は

原則 3 年間です。 

2008 年度から本プログラムを開始し、現在 1 名が研修中です。 

2012年に日本 Pediatric Interventional Cardiology 学会の ASDおよび PDA カテーテル閉鎖栓

の使用認定施設となりました。 

● 一般目標 

定められた期間内で、小児循環器疾患の適正な診断および治療管理ができることを目標とし、専門知

識を習得し、臨床技能と診断技術を身につけ、治療計画を立て、患者家族への適切な指導法の基礎

を習得する。 

● 行動目標・研修内容 

＜1 年目＞ 

・ 病歴や身体所見を正確に取ることができ、胸部レ線の読影、心電図の評価ができる。 

・ 心エコー検査による基本的な診断ができる。 

・ 心臓カテーテル検査では指導医・上級医のもとで、穿刺および基本的なカテーテル操作を見学

し、その後、実践・習得する。 

＜2 年目＞ 

・ NICU の心疾患新生児の主治医となり、診断・検査立案・術前術後管理ができる。 

・ 指導医・上級医監督のもと、基本的なカテーテル操作が自身でできる。 

・ 画像診断（MRI、MDCT 等）やその他興味のあるものの中からテーマを決め、臨床研究を開

始する。 

＜3 年目＞ 

・ 新生児危急的心疾患や複雑心奇形の診断、治療方針を理解し、計画を立てて治療できる。 

・ 臨床研究結果をまとめ、論文執筆・投稿する。 

＜その他＞ 

・ 一般小児科、NICU の診療にも参加し、後輩指導を行う。 

・ 学会発表、英文での論文（査読審査があるもの）投稿をする。 

 

 



● 週間スケジュール 

毎朝 8：00～新規入院カンファレンス・ミーティング 

 午前中 日中 夕方～ 

月 心カテカンファレンス 心カテ シネカンファレンス 

岡大心外カンファレンス 

火 NICU レントゲンカンファレンス 心エコー検査 

NICU 回診 

学会予行演習 

院内査読会 

水  心エコー検査 周産期カンファレンス 

心エコーカンファレンス 

木 心カテカンファレンス 心カテ 多職種カンファレンス 

金 小児循環器抄読会 心エコー検査 入院症例申し送りカンファレンス 

土・日 交代で外来、回診、救急業務 

● 実績（年間） 

心臓カテーテル検査 約 190 件 

うち、インターベンション 約 60 件  

高周波カテーテルアブレーション 約 10 件 

新生児心疾患患者（NICU 入院） 約 60 件 

心エコー検査 約 3,800 件 

運動負荷心電図 約 700 件 

● 研修後の進路 

大学院への進学、他施設への異動、当院への採用等、相談に応じます。 


